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令 和 ４ 年  ３ 月 定 例 会

　

閉
会
中
継
続
審
査
事
件
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
る「
空
き
家
対
策
」に
つ
い
て

は
、第
２
次
多
久
市
空
家
等
対
策（
案
）に

つ
い
て
、担
当
課
か
ら
説
明
を
受
け
、そ

の
後
、意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

相
談
窓
口
に
関
し
て
は
一
本
化
が
図

ら
れ
て
い
る
が
、関
係
部
署
及
び
関
係
機

関
と
の
連
携
に
努
め
る
こ
と
、ま
た
管
理

不
全
な
空
き
家
を
増
や
さ
な
い
対
策
に

も
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
と
い
う
意

見
が
で
ま
し
た
。

　
今
後
は
、こ
の
新
た
な
計
画
が
着
実
に

実
行
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
、委
員
会
と
し

て
も
注
視
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
当
委
員
会
で
は「
空
家
等
対
策
」と「
公

共
施
設
の
維
持
管
理
対
策
」に
つ
い
て
、

今
後
も
引
き
続
き
審
査
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　
閉
会
中
継
続
審
査
事
件
と
し
て「
持
続

可
能
な
営
農
へ
の
取
り
組
み
」、「
市
内
事

業
者
の
更
な
る
活
性
化
」の
２
項
目
に
つ

い
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
持
続
可
能
な
営
農
へ
の
取
り
組
み
」

に
つ
い
て
は
、農
業
団
体
と
の
意
見
交
換

会
で
要
望
が
あ
っ
た
令
和
３
年
播
種
の

大
麦
の
種
子
代
補
助
に
つ
い
て
、担
当
課

に
要
望
を
行
い
、11
月
議
会
で
予
算
成
立

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、今
後
、「
多
久
市
農
業
振
興
計

画
２
０
２
１
」に
つ
い
て
担
当
課
と
協
議

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
市
内
事
業
者
の
更
な
る
活
性
化
」に

つ
い
て
は
、多
久
市
商
工
会
を
訪
問
し
、

商
業
、工
業
、建
設
の
３
部
会
長
と
の
意

見
交
換
、要
望
の
聞
き
取
り
を
行
い
ま
し

た
。い
た
だ
い
た
要
望
等
に
つ
い
て
は
持

ち
帰
り
、各
担
当
課
と
協
議
し
て
要
望
へ

の
対
処
等
に
つ
い
て
の
回
答
書
を
、委
員

が
商
工
会
を
訪
問
し
、回
答
文
書
を
商

工
会
会
長
に
お
渡
し
す
る
と
と
も
に
、商

業
、工
業
、建
設
の
３
部
会
長
に
回
答
内

容
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
商
工
会
と
の
意
見
交
換
を
す

る
こ
と
も
決
定
し
ま
し
た
。

産
業
厚
生
委
員
会

閉
会
中
審
査
報
告

総
務
文
教
委
員
会

閉
会
中
審
査
報
告

　令和４年３月市議会定例会は３月１日から３月18日まで（会期18日間）開かれ、７人の議
員が市政一般に対する質問を行いました。
　市長から提出されました40件（条例８件、予算25件、その他７件）の議案について審査
し、いずれも原案どおり可決しました。
　議会からは「ロシアによるウクライナ侵略に抗議する決議」１件を提出しました。

第２次多久市空家等対策計画

多久市農業振興計画２０２１
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今
後
も
２
つ
の
課
題
に
つ
い
て
、市
の

担
当
課
や
関
係
団
体
と
の
協
議
を
重
ね
、

検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

令
和
４
年
度 

多
久
市一般
会
計

　
審
査
の
過
程
で
、次
の
よ
う
な
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

一般
会
計
歳
入

・
分
担
金
及
び
負
担
金
で
は
、保
育
所
入

所
保
護
者
負
担
金
は
市
税
の
滞
納
整
理

と
併
せ
て
徴
収
で
き
な
い
か
。

・
使
用
料
及
び
手
数
料
の
保
健
体
育
使

用
料
は
、適
正
な
受
益
者
負
担
の
原
則
に

基
づ
く
使
用
料
等
の
見
直
し
に
つ
い
て

検
討
す
る
こ
と
。

一般
会
計
歳
出

 

民
生
費 

・
温
泉
保
養
宿
泊
施
設
タ
ク
ア
内
の
交

流
ス
ペ
ー
ス「
彩
り
」に
つ
い
て
、利
用
者

を
増
や
す
た
め
に
魅
力
あ
る
運
営
促
進

を
図
り
、高
齢
者
が
利
用
し
や
す
い
よ
う

検
討
す
べ
き
。

 

土
木
費 

・
交
通
安
全
施
設
整
備
事
業
は
、市
民
の

安
全
確
保
の
た
め
、必
要
に
応
じ
十
分
な

措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

 

教
育
費 

・
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー「
恕
る
ー
む
」は
、

十
分
な
環
境
整
備
を
図
り
、指
導
に
取
り

組
む
こ
と
。

教育支援センター「恕るーむ」道路外側線の状況

　

本
議
案
に
つ
い
て
は
、慎
重
に
審
査
し

た
結
果
、全
会
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

商工会館

多久市野球場

交流スペース「彩り」

予
算
特
別
委
員
会

審
査
報
告
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議 案 質 疑 ※発言の一部を抜粋して掲載

田渕 厚
■介護予防・日常生活支援総合事業
Q 日常生活支援事業の内容は
A 65歳以上の要支援認定者や生活
状況などチェックリストで該当された方が対象で、
訪問型サービスBの生活支援と訪問型サービスD
の移動支援があり、Bは住民主体によるゴミ出しや
買い物代行といった生活援助になり、Dは買い物や
通院前後の生活支援、付き添い等になります。

Q 利用する連絡先と料金はどうなっているのか
A 利用申請は多久市地域包括支援課、社会福祉
協議会のいずれも申請は可能で、利用料金は30分
あたり250円と設定されています。

■農業用施設整備事業
Q 緊急浚渫推進事業の詳細は
A この事業は昨今の河川氾濫等危険個所を解消
できるよう令和２年度に緊急浚渫推進事業債が創
設され、ため池、土地改良施設クリーク、農業用ダム
が令和3年度に追加されました。

Q この事業は令和６年度までの事業で、毎年
1,000万円の事業計画で地元負担が15％の150
万円になると金額が大きく地元は厳しい。
　また、大雨の被害は農業だけでなく地域被害も
大きいので、周知を区長へ行ってほしい
A 土地改良事業は受益者負担原則と、管理責任の
観点から、一部負担をお願いしています。
　区長へ事業が効率的かつ、円滑に進められるよ
う周知を行います。

■体育施設運営の改修
Q 体育センター、庭球場の照明改修事業の詳細は
A 体育センターの照明は42基を水銀灯からLED
に更新、庭球場の照明は点灯しない不具合もあり、
今回は安定器を含めたアーム部分と照明設備を光
熱費が安価ですむようLEDに更新します。

Q 水銀灯は製造が中止になっているが、まだ水銀
灯を使っている施設はどれ位あるのか。
　LEDにしたら電気料の削減はどれ位になるのか
A 水銀灯を使っている施設は６体育館と４施設が
使用しています。
　また、電気料は体育センターで約60％、金額で年
間約60万円の光熱費削減を見込んでいます。

土地改良施設クリーク
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議 案 質 疑 ※発言の一部を抜粋して掲載

樺島 永二郎
■過疎地域等集落ネットワーク圏形成
支援事業
Q 事業概要と予算の内訳は
A 集落ネットワーク圏（多久市全域）において、「な
りわい」を創出する活動の立ち上げや生活支援等
の地域課題の解決に資する取り組みを支援するも
のです。
　取り組みとして、専門人材を活用したドローンを
使った事業として展開できる仕組みづくりを行う

「ドローン配送実証事業」1,262万円、ドローンを
活用した動画作成を行い、多久市の情報の発信し、
関係人口の増を目指す「魅力発信交流事業」165
万円、各地で協議会等を開催し、地域の課題につい
て検証、解決に導く実用化モデルを検討する「地域
ネットワーク構築事業」110万円、協議会で出され
た課題をＩＣＴ活用により解決する糸口となるイベ
ントや各地域でのドローン配送実証事業の環境づ
くり等の取り組みを行う「なりわい創出事業」960
万円です。

■避難行動要支援者システム
Q 現在の状況とシステム導入後の状況は
A 避難行動要支援者台帳は、毎年、手作業で更新
しています。
　導入後は、対象者の重複チェックや住民異動情
報、要支援者の判定や集計作業をシステムチェック
や判定処理で迅速・正確に処理可能になります。ま
た、地図と連携することにより避難者の状況を地図
上で確認できます。

Q 避難行動要支援
者の避難支援はどう
変わるか、運用開始
時期は
A ハザードマップや
住宅地図データと要
支援者台帳データを
組合せることにより、
地図上で要支援者を把握することが可能となり、よ
り迅速な支援につながります。
　運用開始は令和４年１０月予定です。

■大規模盛土造成地変動予測調査
Q どのような目的をもって行うのか
A これまでの災害で、盛土造成地において滑動崩
落が発生したことをうけ、今後災害を未然に防止し
軽減することを目的に行います。
Q 調査結果を受け、崩落のおそれがある場所につ
いては、ハザードマップや多久市HPの災害マップ等
に掲載して市民の方へ周知を行うのか
A 国では公表する義務はないとなっています。
　これは土地所有者への配慮でないかと考えてい
ますので、現時点では多久市としては公表を行わな
いと考えています。
　ただ、土地所有者に対しては、調査終了後に結果
説明を行います。

佐賀県大規模盛土造成地マップ
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議 案 質 疑 ※発言の一部を抜粋して掲載

平間 智治
■移住支援事業と定住政策推進
Q 移住支援事業補助金とさが暮らし
スタート支援補助金の事業内容は
A 移住支援事業補助金は、令和元年度より地方創
生推進交付金を活用し行っている国の事業です。
　東京圏から多久市に移住して就業、起業した方を
対象に世帯や１８歳未満の子どもに支援金を交付
するものです。
　さが暮らしスタート支援補助金は、佐賀県独自の
事業で、令和４年度開始される新規事業です。
　内容は、一定要件の下、佐賀県外から多久市に移
住し、就業、または起業した方を対
象に、国の事業と同様に支援を行
うものですが、１８歳未満の子ども
に対しての加算措置はありません。

■地域おこし人材活用事業
Q 事業内容と経費の詳細は
A 地域おこし協力隊は、都市部から地域に居住
し、地域ブランドや地場産品の開発、また販売、ＰＲ
などの支援などを行いながら、その地域へ定住、定
着を図る取り組みです。
　集落支援員は、集落対策の推進に関してのノウハ
ウ、知見を有した人材を集落支援員として多久市が
任用を行い、集落の状況把握、または集落の点検実
施や住民と住民、または住民と自治体間の連携を
推進する取り組みです。

　任期の期間は、概ね１年以上、３年未満です。
　本予算の主な内容は、人件費と消耗品費や燃料
費などの活動費で、地域おこし協力隊は905万円、
集落支援員は350万円です。
　事業費は、総務省から特別交付税による財源措
置がされています。

■防災行政通信ネットワーク整備事業
Q 整備の具体的な内容と今後の活用事例は
A 機器の更新、通信回線の迂回ルートを確保する
ための中継局の増設、非常用電源設備（72時間以
上供給）の設置、回線容量の増大及び佐賀県防災
ヘリコプターからの映像を受信するためのアンテナ
等の整備です。

　活用事例は、リアルタイムの映像での意見交換
や、ヘリコプターを
飛ばしたときの映像
を多久の災害対策
本部で見ることが
できます。

Q 負担金の積算方法は
A 佐賀県が行う再整備は、総事業費51億4,930
万円で、この内、市町及び消防本部に係る事業費は
4億5,443万円です。
　4億5,443万円について、緊急防災・減災事業債
を活用、30％が令和４年度の負担金で、県が1／
2、残りの1／2を20市町で、均等割で金額が340
万円です。

消防防災ヘリコプター「かちどき」

内閣府地方創生移住支援
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議 案 質 疑
鷲﨑 義彦
■北多久公民館地質測量調査費
Q 北多久公民館建設事業に要する
経費減額1,000万円とあるが、当初
予算における地質調査委託料の内容と、調査が不
要となった理由は
A 北多久公民館建設事業の候補地は、市の遊休
地市内６か所を地元建設検討委員会に諮り、多久
北部運動広場に決定しました。
　当初予算計上時には、地質改良や造成等の必要
がある候補地に決定した場合を想定して予算計上
していましたが、建設地に決定した多久北部運動広
場は、地質測量調査の必要がなく、減額の予算を計
上したものです。

Q 北部小学校跡地での北多久公民館建設が決定
したのは、昨年６月と承知しているが、地質測量調
査が不必要と分かった時点で、減額補正を行えば、
一般財源でもあり、財源を他の事業に充てることも
可能だったのでは
A 地質測量調査費は一般財源でもありましたの
で、不用がわかった早い時期に補正予算に計上す
べきでした。

Q 予算の適切な管理、時宜を得た予算管理が十分
ではないのでは
A 今回の減額予算も含め、実施する事業の進捗状
況や事業内容等精査しながら、予算の適正な管理
に努めます。

※発言の一部を抜粋して掲載

中島 慶子
■アピアランスケア支援補助事業
Q 事業の目的、対象範囲、要件、補助
対象品目は
A がん治療により生じる脱毛や切除した体の一部
を補正具で補うことが目的で、県が新設する同事
業に併せて、市でも２万円を上限に補正具購入費
用の２分の１を助成するものです。
　対象範囲、要件は、がんを治療中の方、がん治療
を受けられた方、がんの疑いがあると診断された
方とし、がん治療により脱毛した方、乳房を切除し
た方で医療用ウィッグ
や乳房の補正具を購
入された方です。
　また、対象品目は医
療用ウィッグ、乳房の補
正具は補正用下着、補
正用パッド、人工乳房
等が対象となる予定
です。

Q がん検診から見える多久市の現状は
A がん検診については、各町の公民館での集団検
診と、医療機関や健診・検査センターで行う個別検
診を併用しながら、毎年、延べ7,000人の方にがん
検診を受診していただいております。
　がん検診の種類によって異なりますが、毎年、約
300名程度の方が精密検査が必要となっています。
　精密検査等を受診された方で、令和２年度で最
終的にがんを発見できた方は16名となっています。

Q 相談窓口は
A 病院に相談されることが多いと思いますが、多
久市では、中央公民館で毎月開催の『がんサロン
ハート』で相談に応じてい
ます。
　また、市の健康増進課を
窓口となり相談を受ける
予定です。

北多久公民館建設地

医療用ウィッグ
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 一般質問
　３月定例会では、７名の議員が一般質問を行いまし
た。その主なものを要約して掲載しています。
　なお、未掲載の質問などは定例会のインターネット動
画配信でもご覧いただけますので、多久市議会のホーム
ページにアクセスしてください。

市
政
を
問
う

田
渕
　

平
成
31
年
３
月
の
農
地
貸
し
付

け
等
の
、意
向
調
査
、進
捗
状
況
と
農
地
面

積
、耕
作
者
数
、そ
の
中
で
75
歳
以
上
の
方

の
人
数
、そ
の
耕
作
面
積
、ま
た
、後
継
者

数
は
。

答
弁
　

農
地
を
貸
し
た
い
筆
数
１
０
４

筆
、面
積
は
11
万
６
６
４
㎡
、令
和
３
年
度

の
新
規
賃
貸
借
契
約
数
は
１
０
７
件
、面

積
41
万
６
，４
３
９
㎡
で
あ
り
、農
地
の
集

積
は
年
々
僅
か
進
ん
で
は
い
ま
す
。

　

農
業
者
数
は
６
０
９
人
、そ
の
中
で
75

歳
以
上
は
２
１
２
人
で
34
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

田
渕
　

農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
で
は
優
良
農
地
を
守
る
た
め
農

地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、そ

の
後
の
対
応
は
。

答
弁
　

令
和
３
年
度
の
結
果
と
し
て
再
生

可
能
な
農
地
と
再
生
が
困
難
な
農
地
が
あ

り
、合
わ
せ
て
遊
休
農
地
２
８
３
ha
、昨
年

度
よ
り
26
．１
ha
の
増
加
で
す
。

　
遊
休
地
と
判
定
さ
れ
た
所
有
者
全
て
に

調
査
を
し
て
お
り
、「
農
地
バ
ン
ク
へ
預
け

る
」、又
は「
所
有
者
移
転
」、「
賃
貸
借
契
約

を
行
う
」か
、自
ら
耕
作
す
る
か
選
択
し
農

業
委
員
に
報
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

農
業
委
員
会
は
県
に
報
告
し
て
い
ま
す
。

田
渕
　

市
外
所
有
者
農
地
に
つ
い
て
は
、

年
々
耕
作
面
積
が
増
え
て
き
て
、地
元
管

理
で
難
し
い
こ
と
が
あ
る
。そ
う
し
た
状

況
で
の
対
応
は
ど
う
思
う
か
。

答
弁
　

農
業
用
施
設
の
維
持
管
理
は
基
本

的
に
は
受
益
者
及
び
関
係
者
で
行
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

農
地
問
題
に
つ
い
て 田

渕　

厚

農地パトロール後の会議
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一般質問

中
島
　

毎
回
土
砂
が
豪
雨
時
に
堆
積
す
る

箇
所
が
あ
る
が
把
握
は
さ
れ
て
い
る
か
。

答
弁
　

豪
雨
災
害
で
、繰
り
返
し
土
砂
が

堆
積
し
て
い
る
箇
所
と
し
ま
し
て
は
、市

道
で
は
山
崎
山
線
、向
鶴
線
、中
原
西
岳

線
、笹
原
井
上
線
。

　
ま
た
、市
河
川
で
は
空
巣
川
な
ど
と
な
っ

て
お
り
、豪
雨
災
害
後
に
は
堆
積
土
砂
の

除
去
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

中
島
　

土
砂
堆
積
に
つ
い
て
の
原
因
は
。

答
弁
　

隣
接
す
る
山
間
部
の
土
砂
が
緩

み
、道
路
や
水
路
等
に
流
れ
出
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

中
島
　

対
策
と
し
て
土
砂
砂
防
ダ
ム
は
ど

う
か
。

答
弁
　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
、ま
た
は
土

砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
外
区
域

で
の
砂
防
事
業
を
行
う
こ
と
は
困
難
で
あ

り
、適
切
に
応
急
対
策
を
行
っ
て
行
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

中
島
　

市
と
し
て
田
ん
ぼ
ダ
ム
政
策
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

答
弁
　

令
和
元
年
、３
年
に
豪
雨
時
の
災

害
を
体
験
し
て
お
り
、田
ん
ぼ
ダ
ム
を
含

め
た
様
々
な
対
策
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

中
島
　

積
極
的
に
田
ん
ぼ
ダ
ム
事
業
を
取

り
組
む
に
当
た
り
、農
家
へ
の
周
知
方
法

は
。答

弁
　

説
明
会
の
開
催
や
チ
ラ
シ
の
配

布
、個
別
説
明
等
に
よ
り
周
知
を
図
り
、令

和
４
年
度
に
活
動
組
織
へ
取
組
の
意
向
調

査
と
確
認
、組
織
内
で
の
合
意
形
成
を
し

て
い
た
だ
き
、令
和
５
年
度
か
ら
事
業
の

取
組
を
本
格
化
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

中
島
國
孝

豪
雨
時
の
対
策

國
信
　

用
地
取
得
、交
渉
、地
元
協
議
、契

約
、買
収
の
状
況
は
。

答
弁
　

用
地
取
得
の
手
続
は
、今
年
２
月

に
全
地
権
者
と
の
仮
契
約
を
完
了
し
ま
し

た
。

　
農
地
転
用
の
許
可
後
に
、所
有
権
登
記
、

土
地
代
金
の
支
払
等
の
手
続
を
完
了
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

國
信
　

建
築
物
の
設
計
の
状
況
は
。

答
弁
　

小
城
・
多
久
合
同
の
選
定
委
員
会

を
設
置
し
、プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
安
井
・

平
野
建
設
設
計
共
同
体
を
優
先
交
渉
権
者

と
し
て
選
定
し
ま
し
た
。基
本
設
計
は
令

和
３
、４
年
度
の
２
か
年
の
事
業
で
す
。建

築
の
実
施
設
計
は
令
和
４
年
度
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

國
信
　

建
築
物
の
着
工
時
期
、造
成
の
実

施
設
計
完
了
は
。

答
弁
　

建
物
の
着
工
は
、お
お
む
ね
令
和

５
年
７
月
ご
ろ
と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
造

成
は
今
年
度
中
の
設
計
完
了
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

國
信
　

病
院
に
係
る
全
体
の
工
事
金
額

は
。答

弁
　

基
本
計
画
策
定
時
点
で
77
億
円
と

想
定
し
て
い
ま
す
。

國
信
　

工
事
資
金
の
調
達
及
び
返
済
計
画

は
。現
在
及
び
将
来
の
ツ
ケ
を
若
い
市
民

に
極
力
残
さ
な
い
で
ほ
し
い
。

答
弁
　

県
の
地
域
医
療
介
護
総
合
確
保

基
金
、病
院
事
業
債
、過
疎
事
業
債
を
予
定

し
て
い
ま
す
。ま
た
、返
済
に
つ
い
て
は
、基

本
的
に
償
還
に
対
し
て
財
政
が
逼
迫
す
る

と
い
う
こ
と
は
な
い
と
考
え
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

國
信
好
永

新
公
立
病
院
建
設
に
つ
い
て

病院建設予定地

水田の活用（田んぼダム）
◯田んぼダム（排水口への堰板の設置等による流出
　抑制）によって下流域の湛水被害リスクを低減。

堰 板

田んぼダム
堰 板 の 例 一時的に

田んぼに貯留

田面田面
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 一般質問

小
川
　

市
民
の
方
が
多
久
市
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
と
ク
リ
ー
ン
ヒ
ル
天
山
へ
ご
み

の
搬
入
を
さ
れ
る
際
、ト
ラ
ッ
ク
な
ど
か

ら
ご
み
の
落
下
が
見
ら
れ
る
が
、そ
の
対

策
は
。

答
弁
　

ご
み
の
持
ち
込
み
の
際
に
は
、飛

散
防
止
を
す
る
よ
う
指
導
、啓
発
を
行
っ
て

い
ま
す
。不
法
投
棄
に
関
す
る
モ
ラ
ル
向
上

も
含
め
、引
き
続
き
広
報
活
動
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

小
川
　

道
路
の
路
肩
な
ど
に
捨
て
ら
れ
て

い
る
使
用
済
マ
ス
ク
や
ティ
ッ
シ
ュ
に
つ
い

て
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
の
観

点
か
ら
ど
の
よ
う
な
対
策
を
行
っ
て
い
る

の
か
。ま
た
、コ
ロ
ナ
感
染
者
自
宅
療
養
中

の
方
の
ご
み
の
排
出
に
つ
い
て
対
策
は
。

答
弁
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
付
着
し

て
い
る
お
そ
れ
も
あ
る
使
用
済
マ
ス
ク
や

ティ
ッ
シ
ュ
の
排
出
に
関
し
て
は
、環
境
省

が
廃
棄
物
に
関
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
示
し
て

い
ま
す
。

　
排
出
時
の
具
体
的
な
感
染
予
防
対
策
と

し
て
は
、廃
棄
物
に
直
接
触
れ
な
い
こ
と
、

ご
み
袋
は
廃
棄
物
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
前

に
し
っ
か
り
縛
っ
て
封
を
し
て
排
出
す
る

こ
と
及
び
廃
棄
物
を
捨
て
た
後
は
石
け
ん

等
を
使
っ
て
手
を
洗
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

市
民
の
皆
様
が
出
さ
れ
た
ご
み
を
扱
う
市

の
職
員
、ま
た
、廃
棄
物
処
理
業
者
も
感

染
症
対
策
は
行
っ
て
い
ま
す
が
、皆
様
の
御

協
力
に
よ
っ
て
感
染
症
対
策
の
効
果
も
上

が
っ
て
く
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

小
川
　

ご
み
の
無
い
、き
れ
い
な
ま
ち
に

な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

小
川
三
郎

ゴ
ミ
の
な
い　
き
れ
い
な
ま
ち
に

樺
島
永
二
郎

樺
島
　

教
師
間
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
へ
の
理
解
、

活
用
度
の
差
を
ど
の
よ
う
に
解
消
し
て
い

く
の
か
。

答
弁
　

情
報
教
育
担
当
者
や
推
進
リ
ー

ダ
ー
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
な
ど
が
複
数
い
る

の
で
利
用
・
操
作
方
法
を
尋
ね
や
す
い
環

境
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、今
後
も
実
践
や
研

究
を
通
し
て
、教
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

樺
島
　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
破
損
の
状
況
に

よ
り
、保
護
者
負
担
と
な
る
こ
と
も
あ
る

と
思
う
が
そ
の
対
応
は
。

答
弁
　

貸
与
す
る
時
に
、明
ら
か
に
故
意

に
よ
る
破
損
行
為
が
あ
っ
た
場
合
、保
護

者
負
担
と
な
る
こ
と
を
確
認
し
、書
類
を

頂
い
て
い
ま
す
。

樺
島
　

学
級
閉
鎖
等
の
場
合
、オ
ン
ラ
イ
ン

の
対
応
状
況
は
。

答
弁
　

具
体
的
活
用
例
と
し
て
、１
時
間

目
に
健
康
観
察
を
含
め
た
朝
の
会
を
実

施
、午
前
中
に
２
時
間
の
学
習
、午
後
に
も

２
時
間
の
学
習
を
行
い
、学
び
を
止
め
な

い
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

樺
島
　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用
と
し
て
、

不
登
校
の
児
童
生
徒
や
、学
校
に
来
る
こ

と
が
で
き
て
も
教
室
に
入
れ
な
い
児
童
生

徒
、そ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
の
学
び
を

止
め
な
い
た
め
に
も
、今
後
と
も
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
や
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
等
を
活
用
し

て
教
育
を
進
め
て
く
だ
さ
い
。

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
の
現
状

クリーンヒル天山・多久市リサイクルセンター

【
そ
の
他
の
質
問
】

▼
通
学
時
安
全
対
策
に
つ
い
て
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一般質問

【
そ
の
他
の
質
問
】

▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て

香
月
　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
導
入

後
の
進
捗
状
況
と
問
題
や
課
題
に
つ
い

て
。答

弁
　

一
部
、デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
運
用

や
Ａ
Ｉ
ド
リ
ル
を
導
入
し
、各
教
科
の
基

礎
的
、基
本
的
な
内
容
の
定
着
に
繋
げ
ら

れ
る
よ
う
に
、ど
こ
か
ら
で
も
通
信
可
能

な
状
況
に
し
て
い
ま
す
。ま
た
、日
々
の
授

業
の
み
な
ら
ず
、学
級
閉
鎖
や
個
々
の
理

由
に
よ
り
欠
席
し
た
際
に
も
、オ
ン
ラ
イ
ン

で
授
業
を
受
け
ら
れ
る
体
制
を
整
備
す
る

こ
と
も
で
き
て
い
ま
す
。課
題
と
し
て
、端

末
を
有
効
に
使
え
る
学
習
場
面
で
の
教
科

等
や
指
導
者
に
よ
る
指
導
方
法
が
異
な
る

こ
と
で
、付
け
さ
せ
た
い
力
に
違
い
が
生

じ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え

て
い
ま
す
。

香
月
　

令
和
２
年
度
目
標
の
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
評
価
は
。

答
弁
　

整
備
方
針
別
に
、交
通
施
設
整

備
、公
園
緑
地
整
備
、拠
点
整
備
等
に
つ
い

て
は
、概
ね
取
組
が
で
き
て
い
ま
す
。中
に

は
景
観
形
成
の
方
針
や
魅
力
あ
る
地
域
づ

く
り
の
方
針
な
ど
、十
分
な
取
組
が
で
き

て
い
な
い
分
野
も
あ
り
ま
す
。

香
月
　

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を
は
じ
め
、

各
種
団
体
に
対
し
市
と
し
て
ど
の
よ
う
に

関
わ
っ
て
い
く
の
か
。

答
弁
　

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
お
き
ま
し

て
は
、市
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
推
進
す
る
組

織
と
認
識
し
協
働
を
進
め
、ま
た
各
種
団

体
の
御
意
見
や
御
要
望
等
を
聞
き
取
り
、

活
動
さ
れ
る
内
容
に
様
々
な
場
面
に
お
い

て
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル・
ま
ち
づ
く
り

香
月
正
則

平
間
　

自
治
体
D
X（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）の
推
進
に
つ
い
て
、

行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
現
状
と

今
後
の
取
り
組
み
は
。

答
弁 

住
民
の
方
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
用
い
て
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
オ
ン
ラ

イ
ン
申
請
を
行
う
こ
と
が
進
め
ら
れ
て
い

る
手
続
き
に
つ
い
て
は
、児
童
手
当
の
現

況
届
出
、妊
娠
届
出
等
の
子
育
て
関
係
が

15
手
続
、要
介
護
・
要
支
援
認
定
の
申
請

関
係
で
11
手
続
き
、罹
災
証
明
書
の
発
行

が
１
手
続
き
、自
動
車
税
の
住
所
変
更
届

な
ど
の
自
動
車
保
有
関
係
で
４
手
続
き
、

合
わ
せ
て
31
手
続
き
が
あ
り
ま
す
。こ
の

う
ち
自
動
車
保
有
関
係
に
つ
い
て
は
、県
の

手
続
き
に
な
り
ま
す
の
で
、市
の
対
象
手

続
と
し
て
は
27
手
続
き
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
手
続
き
は
、本
市
で
は
現
在
、

電
子
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
が
、一
部
、パ
ソ

コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

か
ら
申
請
書
の
入
力
、ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
等

が
利
用
で
き
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
国
に
お
い
て
、ぴ
っ
た
り

サ
ー
ビ
ス（
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
の
申

請
）利
用
の
際
の
標
準
様
式
、申
請
フ
ォ
ー

ム
の
ひ
な
形
が
順
次
整
備
を
進
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
の
で
、オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
導
入

に
あ
た
っ
て
は
、今
後
、実
施
に
向
け
て
さ

ら
に
研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、住
民
票
や
印
鑑
証
明
書
等
を
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
申
請
し
て
、手
数
料
、郵

送
料
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
決
済
し
、自

宅
で
受
け
取
れ
る
シ
ス
テ
ム
を
令
和
４
年

度
か
ら
実
施
し
ま
す
の
で
、利
用
状
況
を

見
な
が
ら
、今
後
拡
充
に
つ
い
て
も
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

平
間
智
治

自
治
体
の
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

ぴったりサービス
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 まちで
発見！

インターネット動画配信中！

環
境
に
優
し
い
植
物
油

イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

見
や
す
く
て
読
み
ま
ち
が
え
に
く
い

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト

を
採
用
し
て
い
ま
す
。

多久市議会 検 索

多久の歴史

前 多 久 家 の 滅 亡
 鎌倉幕府滅亡と南北朝 
　蒙古の襲来を防ぐために鎌倉幕府は膨大な資金を使った
うえ、家人への論

ろん

功
こう

行
こう

賞
しょう

の不手際から信用を失い ★①内
ない

訌
こう

 
（内輪揉め）が絶えず幕府の屋台骨が揺らぎ始めていました。
　後

ご

醍
だい

醐
ご

天皇が位につかれると、幕府を倒し朝廷の政治に
帰そうと ★②「正

しょう

中
ちゅう

の変（1324年）」「元弘の変（1331年）」 
を計画しますが失敗、この事件を切っ掛けに幕府の弱体化
を露

ろ

呈
てい

させ内部抗争を誘発し「楠
くすの

木
き

正
まさ

成
しげ

」「新
にっ

田
た

義
よし

貞
さだ

」「足
あし

利
かが

尊
たか

氏
うじ

」等が天皇に味方することで元弘３年（1333年）源頼朝
が鎌倉幕府を開いてから
141年目に滅亡しました。
　その後、天皇親政の建武
の新政権を行いますが、足
利高氏の野心から再び国
が乱れ、 ★③南朝と北朝 
に分かれ50余年に渡り争
いました。

 南北朝時代（室町時代） 
　南北朝の頃、九州では南朝（天皇方）と北朝

（足利方）に分かれました。南朝側には菊池・
阿蘇・肝

きも

附
つき

・伊藤家などで、北朝側には少
しょう

弐
に

・
大友・島津家などが味方し争いました。
　建武3年（1336年）には、北朝方の菊池家・
阿蘇家はそれぞれに兵をおこし、北朝方には
少弐家・大友家が迎え撃った、菊池・阿蘇の軍
は太宰府を陥したが、多々良浜の戦で大敗し
菊池家は筑後へ退却、阿蘇家は天山を超えて
肥後へ帰ろうとしたが小城の千葉家に遮られ
晴田において敵味方入り乱れる山岳戦をおこ
ないほぼ壊滅しました。
　この時、多久宗晴は少弐家に従い戦功を称
された「建武三年属将軍方従少弐頼尚於所々
戦功」

 前多久家の滅亡 
　戦国時代末期、肥前の国において龍造寺隆
信の勢力が強大するのをみた大友義鎮は、少
弐一族の政興をもって少弐氏を再興させ、こ
れに有馬氏、大村氏、松浦党諸氏に働きかけ
て対抗した。西方から佐賀攻めを行うには、
多久が重要な位置にあり、多久宗利にも加担
を呼びかけ永禄五年、佐賀攻めが開始され、
龍造寺隆信は杵島において有馬勢の進出を
阻止し、松浦党の結束を崩すなどして防戦に
つとめた。
　さらに多久をめぐる攻防が行われ、多久宗
利は丹坂口に出陣したところ、宗利の留守を
衝いた龍造寺軍の攻撃によって、宗利は多久
梶峰城に帰ることができなくなり、須古の平
井氏を頼って落ち、鎌倉以来の本拠である多
久を失いました。宗直に始まり342年続いた
前多久氏は、天文13年（1544年）邑

ゆう

主
しゅ

として
は滅亡しました。
　元亀元年（1570）、龍造寺隆信の弟長信が
梶峰城に入城し、多久を支配するようになっ
た。これを後多久氏と呼び区別しています。

委
員
長

ー

  

樺
島
永
二
郎

副
委
員
長

ー

  

鷲
﨑　
義
彦

委
員

  

田
渕　
　
厚

  

平
間　
智
治

議
会
広
報
委
員
会  

香
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正
則

  

小
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三
郎

▲後醍醐天皇

西渓公園から望む梶峰山（梶峰城）▲

★① 正中・元弘の変… 後醍醐天皇が中心となった
討幕計画

正中の変………… 反幕の武士の協力での計画・
密告により失敗

元弘の変………… 寺社の武力を頼っての計画・
密告により失敗

★② 南北朝時代……… 鎌倉時代と室町時代の間にあたる
が広義的に室町時代にあたる南朝

（後醍醐天皇）VS北朝（光明天皇・
足利尊氏）


